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切削加工や塑性加工といった金属材料の加工は、材料の
大規模な塑性変形をともなう非常に複雑な現象です。そ
のような金属加工における材料の塑性変形挙動を、デジ
タル画像相関法（DIC）を援用して “ その場観察 ” する
本技術は、次のような可能性を有しています。

• シミュレーションに依存しない、加工現象プロセスそ
のものの可視化の実現

• 金属加工に付随するトライボロジー的作用、化学的作
用といった様々な現象の解明

• 高能率、高精度、低コストな加工を実現する革新的な
“ ものづくり ” 技術の創出

ものづくり分野、切削加工・塑性加工分野、トライボロジー分野、材料工学分野

“ ものづくり” における
金属材料の変形挙動の可視化技術
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•  金属 3D プリンタ特有の急速冷却、繰り返し熱影響に
着目し、従来プロセスでは得ることのできない特異組
織を獲得することで構造材料における力学特性の飛躍
的向上を目指している。

• 金属間化合物の優れた強度特性に着目し、ナノ～マク
ロスケールの組織制御に利用することで革新的耐熱材
料の創出を目指している

• 準安定相形成や応力誘起相変態に起因する特異な変形
モードに着目し、微細組織に加え、変形挙動をも制御
することでトレードオフの関係にある力学特性を両立
した新たな軽量材料の実現を目指している。

航空宇宙分野、エネルギー分野、機器設計・製造技術

非平衡状態における特異現象理解に立脚した
画期的構造材料の創製
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＃耐熱構造材料 ＃軽量構造材料 ＃組織制御 ＃変形挙動制御
＃トレードオフ解消
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